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ふ嘉島Ⅵこげ
題字 認定こども園はやせ みうら ちづ さん

棚
轟
謂
劇
劇
l
を

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み
」

と
し
て
、
鶴
田
町
で
は
地
域
福
祉
事
業
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
優
し
い
気
持
ち
は
、
子
ど

も
と
家
族
の
支
援
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の
方
々
の
社
会
参
加
支
援
等
、

様
々
な
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
目
標
額
を
達
成
す
る
た

め
、
目
安
額
と
し
て
一
世
帯
8
〇
〇
円
以
上

(
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を
含
む
)

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
強
制
で
は
な
く
、
任
意
の
募
金
で
す
。

今
年
も
各
ご
家
庭
へ
募
金
封
筒
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
町
内
会
一
括
で
納
め
て
い
る
地
区
に
は
募
金
封
筒
は

届
き
ま
せ
ん
。

地
域
で
最
も
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吾ご家庭で

〇〇〇〇〇u

洲○○軸■“〃

幸せの覆まき運動事業
イメージキャラクター

「極まきくんファミリー」

赤い羽根共同募金のしくみ

鶴
田
町
共
同
募
金
委
貴
会

青
森
県
共
同
募
金
会

墓園

葛
い
い
賀
り

金募般
相
賀
い
m

幸せの種まき運動

福祉安心電話の設置

ははえみ弁当お届けサービス

福祉教育推進事業

丹頂の集い

社協広報「ふれあいひるは」

発行

(歳末たすけあい)
地域歳末たすけあい配分

NHK歳末たすけあい配分
○

○

事使い道の詳細は次のページです雪

i県内の福祉施設等へ配分

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。
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地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
毎
戸
募
金

の
中
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
・
陸
が
い

者
・
一
人
親
世
帯
・
児
童
養
護
施
設

へ
配
分
。

商品券の配布

一人・二人暮ら

し高齢者世帯、陸

がい者、-人親、

児童養護施設へ

商品券を配布し
ています。

N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

N
H
K
の
放
送
を
通
じ
て
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
、
高
齢
者
の

方
に
配
分
。

おせち料理の配達

一人暮らしの高齢者世帯(8与歳以上)

へおせち料理を配達しています。

合
印
7
年
度

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

̃
一
人
親
世
帯
配
分
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
̃

今
年
度
鶴
田
町
で
集
め
ら
れ
る
地
域
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
か
ら
、
次
の
と
お
り

配
分
を
行
い
ま
す
。

●
配
分
対
象

・
鶴
田
町
在
住
で
中
学
校
3
年
生
ま
で
の

お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
人
親
世
帯

●
配
分
予
定
金
額

‾ ‾--へへへ--_

WEBサイトも

見てね!
害国王雪百日

・
お
子
様
一
人
当
た
り
3
千
円
以
内

※
鶴
田
町
商
品
券
又
は
日
用
品
(
日
用
品
の

詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
お
申
込
み
時
に

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
)
の
選
択
制

※
申
請
人
数
に
よ
り
金
額
は
変
わ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

・
令
和
7
年
‖
月
7
日
(
金
)
ま
で

●
申
請
方
法

児
童
扶
養
手
当
証
書

(
青
森
県
知
事
名
で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
)

(
対
象
の
お
子
様
分
)

・
同
胤
園

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
社
協
窓
口
ま
で

お
持
ち
下
さ
い
。

申
請
書
は
社
協
窓
口
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
配
分
方
法

・
1
 
2
月
下
旬
、
鶴
遊
館
に
て
配
布
予
定

●
お
問
合
せ

・
鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

鶴田町共同募金委員会
〒038-3503鶴田町大字鶴田字油津1 93 鶴田町社会福祉協議会 鶴連館

TEL:O1 73-22-3394 FAX:O1 73-22-6322
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口
い
き
い
き
楽
し
く
!
長
生
き
の
町
鶴
田
〔
霊
委
蒲
護
予
防
事
業
]

介
護
予
防
事
業
は
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
で

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
(
寺
子
屋
を
除
く
)
体
力

維
持
や
認
知
機
能
低
下
の
予
防
に
、
み
ん
な
で
一

緒
に
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
?

開
催
日
時
に
関
し
ま
し
て
は
、
4
ぺ
I
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
送
迎
車
ス
マ
イ
ル
号

交
通
手
段
の
な
い
方
を
、
自
宅

近
く
の
停
留
所
か
ら
鶴
遊
館
ま

で
送
迎
し
ま
す
。

◆
対
象
者
‥
原
則
鮎
歳
以
上
で

移
動
手
段
の
な
い
方

◆
利
用
方
法
‥
最
初
に
登
録
し
、
利
用
し
た
い
日

の
前
日
午
前
ま
で
に
電
話
で
予

約
。
登
録
料
や
利
用
料
は
無
料
。

◆
温
泉
・
介
護
予
防
事
業
の
ほ
か
、
個
別
の
買
い

物
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
に
行
き
た

い
方
は
、
早
め
の
予
約
が
お
す
す
め
で
す
。

q
月
別
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
I
」

̃
も
っ
と
知
ろ
う
、
も
っ
と
語
ろ
う
認
知
症
̃

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
オ
レ
ン
ジ
色
の
丁
シ
ャ
ツ
を
作

成
し
、
着
用
し
て
皆
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

†認知症カフェ「スマイルハ

ウス」サポーターのおふた

り。ビビットなオレンジがお

似合いです。

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
̃
受
講
者
募
集
̃

高
齢
者
等
の
自
宅
を
訪
問
し
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
日
常

生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
手
助
け
す
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

◆
開
催
日

◆
時

間

◆
場

所

◆
受
講
料

◆
募
集
人
数

◆
対
象
者

◆
締

切

(
活
動
費
1
時
間
1
.
〇
〇
〇
円
)

令
和
7
年
‖
月
1
日
出

9
時
̃
1
 
2
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
鶴
遊
館

無
料

1
0
名
程
度

鶴
田
町
在
住
の
満
1
 
8
歳
以
上
(
高
校
生

不
可
)

令
和
7
年
的
月
鳩
目
㈱

◆
申
込
・
問
合
せ

地
域
福
祉
課

丹
頂
の
集
い
̃
参
加
者
募
集
̃

「
青
森
ね
ぶ
た
で
じ
ゃ
わ
め
ぐ
会
」

心
じ
ゃ
わ
め
ぐ
青
森
ね
ぶ
た
の
歴
史
に
触
れ
、
お
昼
は
ホ

テ
ル
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

(
食
べ
放
題
)
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
?

◆
開
催
日

◆
時

間

◆
コ
ー
ス

◆
参
加
費

◆
定

員

◆
締

切

◆
対
象
者

◆
送

迎

令
和
7
年
的
月
2
3
日
㈱

9
時
鶴
遊
館
発
̃
1
 
4
時
3
0
分
鶴
遊
館
着

鶴
遊
館
-
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ツ
セ
(
青
森

市
)
-
ア
オ
モ
リ
ボ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
(
青

森
市
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
内
)
-
鶴
遊
館

3
.
〇
〇
〇
円
(
昼
食
付
)

先
着
3
0
名

令
和
7
年
1
 
0
月
鳩
目
鞠
ま
で

介
助
を
要
さ
な
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
方

送
迎
希
望
者
は
、
申
し
込
み
の
際
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
・
問
合
せ

地
域
福
祉
課
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一般介護予防事業in鶴避館‾
メニュー 10月 11月 12月 時間 

ノルディック・ウオーク 10日㈲ 24日㈲ 7日㈲ 21日㈲ 5日㈲ 15日旧) 

10時へ11時 

ヨ ガ 7日的 21日㈹ 4日㈹ 18日㈹ 16日㈹ 19日㈲ 

フ ラ ダ ン ス 14日的 28日的 11日㈹ 25日㈹ 9日的 23日的 

コ コ リ ラ 体 操 8日㈱ 22日㈱ 12日㈱ 26日㈱ 10日㈱ 24日㈱ 

ポ ッ チ ャク ラ ブ 1日㈱ 15日㈱ 5日㈱ 19日㈱ 17日㈱ 

ゴ二シカンクラブ 14日㈹ 28日㈹ 11日㈹ 25日㈹ 9日㈹ 23目測 

9時30分へ12時 

カ ラ オ ケク ラ ブ 6日旧) 20日帰) 10日旧) 8日侃) 22日侃) 

書 道 ク ラ ブ 3日㈲ 17日㈲ 14日㈲ 28日㈲ 12日㈲ 26日㈲ 10時へ11時30分 

ほ っ こ り サ ロ ン 月曜日と金曜日に開催(一般浴と同じく、祝日は休み) 10時へ14時 

10月 11月 12月 

5日(日) 9日㈲ 14日(日) 

19日(日〉 30日㈲ 28日(日) 

10月 11月 12月 

22日㈱ 19日㈱ 24日㈱ 

みんなの居場所晴-Hug (ハグ) -』

9時へ1 6時(滞在時間自由)

鶴遊館
小学生以上(保護者同伴可)

スマイルハウス(認知症カフェ)

時間: 13時30分へ15時30分

認知症のある方や、その家族だけでなく
認知症に興味のある方ならば、誰でも気軽に利用できる憩いの場です。

◆
お
詫
び
と
訂
正
◆

7
月
3
 
1
日
昌
(
N
O
刑
)
の
広
報
3
ペ
ー

ジ

「
任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
・
評

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
」
と
4
ペ
ー

ジ
「
つ
ぶ
や
き
」

の
欄
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
左
記
の
通
り
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
3
ペ
ー
ジ

⑱
理
事

(
再
任
)
赤
城

㊤
代
表
監
事
(
再
任
)
赤
城

㊥
理
事

(
再
任
)
工
藤

㊤
監
事

(
再
任
)
工
藤

⑳
理
事

(
再
任
)
一
戸

㊤
監
事

(
再
任
)

二
戸

雅雄正正
人人弘弘敦敦

●
4
ペ
ー
ジ

⑳
「
検
診
」

㊤
「
健
診
」

⑱
「
健
康
受
診
率
」

㊤
「
健
診
受
診
率
」

⑳
「
保
険
協
力
賞
」

㊤
「
保
健
協
力
員
」

⑳
「
食
生
活
改
善
活
動
推
進
賞
」

㊤
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

⑳
「
鶴
田
町
食
生
活
改
善
推
進
会
」

㊤
「
鶴
田
町
食
生
活
改
善
推
進
貴
会
」

ノノノンノ●ノノノJノJノ

星
田
陸
田
ノ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
も
。
.
種
●
●
●
●
●
●
●

●
も

「
お
地
蔵
様
の
涙
」

■ノノJノ

ノJノノノJノノノノJノノノノノノノノノノ」ノノノJノノノノJノノノノノノノノ」も
●

今
年
は
被
爆
・
戦
後
共
に
0
0
年
。
ひ
と
り
一
人
が
自
分

自
身
の
思
い
に
対
時
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
戦
争
体
験
者

は
年
々
減
少
し
、
記
憶
と
記
録
そ
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
し
た
。
▼
父
は
戦
争
体
験
記
『
苦
闘
の
中
国

軍
と
共
に
』
を
1
9
8
2
年
に
自
費
出
版
。
叔
父
は
2
0

1
2
年
に
戦
争
体
験
ま
ん
が
絵
日
詰
三
生
一
途
に
』
を

㈱
廣
済
堂
出
版
か
ら
発
刊
。
そ
の
二
人
の
弟
は
終
戦
間
近

に
乗
っ
て
い
た
船
が
沈
め
ら
れ
、
南
太
平
洋
波
下
に
眠
る
。

享
年
2
 
2
歳
。
▼
昨
年
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
世
界
各
地
の
戦

争
は
止
む
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
核
戦
争
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
平
和
な
世
界
実
現
は

困
難
な
道
程
な
の
か
。
▼
私
は
1
9
7
8
年
か
ら
全
国
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
の
実
行
委
員
に
選
任
さ
れ
、
東
京

代
々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
I
で

全
国
大
会
を
開
催
し
た
時
に
出
会
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
絵

本
が
あ
り
ま
す
。
▼

「
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
水
を

求
め
て
逃
げ
の
び
て
来
た
女
の
子
。
少
女
に
は
優
し
い
母

の
顔
に
見
え
た
お
地
蔵
様
の
顔
が
仁
王
に
な
り
、
目
か
ら

あ
ふ
れ
た
涙
が
少
女
の
口
元
に
流
れ
…
」
と
い
う
お
話
し

の
絵
本
『
お
こ
り
じ
ぞ
一
つ
』
で
す
。
山
口
勇
子
原
作
、
語

り
沼
田
曜
一
、
絵
四
国
五
郎
、
㈱
金
の
星
社
1
9
7
9
年

出
版
。
語
り
の
沼
田
曜
一
氏
は
映
画
俳
優
で
し
た
が
全
国

各
地
の
民
話
の
語
り
部
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
大
会
記
念

講
演
に
お
招
き
し
、
お
会
い
し
ま
し
た
。
▼
そ
の
1
 
0
年
後
、

『
原
爆
の
図
』

(
国
際
平
和
賞
受
賞
)
を
画
い
た
丸
木
位

里
・
俊
夫
妻
に
会
え
た
の
は
運
命
と
し
か
言
え
な
い
。
輔

弼
と
細
い
声
で
多
く
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

平
和
を
話
求
す
る
気
迫
に
今
で
も
心
が
揺
さ
振
ら
れ
て

い
て
、
地
蔵
の
涙
で
喉
の
奥
が
ひ
ら
幸
い
。

竹
浪

正
顕

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
〇
〇
〇
も
○
○
●


